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3次元CADデータ利活用の研究で分かったこと

土木における３次元ＣＡＤデータ利活用の課題
詳細な３次元モデルの作成は、コストがかかる． 詳細設計は２次元設計
の方が効率的な場合も多い．

長手方向に連続する土木構造物の設計は、基本的には２次元設計．２次
元断面で構造解析、断面形状・鉄筋を決定した後に、３次元化． 従って、
２次元図面の作成は必要．

地元施工業者では、３次元モデルを参照する程度しかできず、３次元モ
デルの修正する能力は不十分． 施工段階で３次元モデルの変更が必
要な場合は、３次元モデルの修正を含む契約制度の見直しも必要

国総研 情報基盤研究室の３次元モデル化の方針
将来的には、詳細な３次元モデルの流通を目指すものの、現時点では、
目的や効果が明確な分野で、３次元モデルの作成コストや情報リテラ
シーを考慮して、簡易な３次元モデルの作成、流通、利用をめざす

道路であれば、道路中心線と横断面を組み合わせて３次元モデルを表現
する2.5次元モデル.

橋梁であれば、橋梁の設置位置の3次元座標の設計から施工への流通
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国総研で考えるCIMモデル（構造物系）

橋梁、トンネル等では、３次元モデル＋属性情報のCIMモデル．

３次元モデルの作り込みは、利用目的に応じて、「概略モデル」と「詳細
モデル」の２パターンを提案．

概略モデルは、細かいデータの作り込みを省略して、全体の構造や空間
位置を把握するために利用． 詳細モデルは、構造物を忠実にモデル化
して、詳細構造の可視化とともに、部材の干渉チェック、数量算出等で利
用

属性情報は、３次元モデル内部に全ての属性を入れるのでは、データ入
力の負担が大きく、データも重くなるため、３次元モデルに内蔵する属性
と、外部のデータとして３次元モデルとリンクするハイブリッド方式を提案．

内蔵する属性は、 ３次元CAD等で数量計算、各種シミュレーションの実
施に必要な属性、及び維持管理などでの利用を想定し、構造・部材を特
定したり、外部のデータソースとのリンクに必要な属性

外部のデータソースとリンクするデータは、図面、写真、品質管理記録、
点検記録など、３次元モデルをプラットフォームとして統合的に管理する
必要がある情報
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構造全体、躯体、部材等の構造を体系化し、それぞれに属性情報が付
与できるようにする．

維持管理では、点検対象の部材毎に点検記録等が管理できるように、
点検対象範囲ごとに部材を分割．

設計負担の軽減のため、３次元モデルを作成するための標準部品（例：
Revitではファミリ）を作成し、３次元CADデータの作成時に、自由にダウ
ンロードして利用する．

標準部品の中には、パラメトリックコントロールのデータだけではなく、標
準的な属性情報が入れられるようなテンプレートを準備． （利用目的に
応じた属性情報の入力支援）
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「概略モデル」と「詳細
モデル」
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支承を簡易な形状モデル

落橋防止装置など省略
支承、落橋防止装置など詳細にモデル化

３次元ＣＡＤを用いて作成した面を有するモデル

３次元ＣＡＤを用いて作成したフレームによるモデル

「概略モデル」

「詳細モデル」
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http://kenplatz.nikkeibp.co.jp/article/it/column/20130826/629330/?SS=imgview&FD=1424621688
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構造全体、躯体、部材等の構造の体系化
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部品のみに属性を入れるのではなく、部品、躯体を統合した3次元化モデルとし、
それぞれに属性が入るモデルを提案

統合モデルに付与する属性（案）

・橋梁名

・橋梁ID

・路線名

・所在地

・構造形式

・完成年月

・管理者

・施工者
・設計者

・リンクＵＲ

橋梁全体の３次元モデル

（躯体、部材を統合）

構造全体 躯体 部材

躯体 部材（橋梁全体）

上部工

（橋脚）

（橋台）

（基礎）

（柱）

部材 （梁）

部材に付与する属性（案）

・部材名

・部材種別

・部材ＩＤ

・材料

・数量

・リンクURL

構造の体系化
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維持管理に必要な３次元モデル
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維持管理では、点検マニュアルで規定された点検対象の部材毎にモデル化し、
属性を付与したい．

維持管理に適した３次元モデルの作成方法が課題。（３次元CADが３次元モ
デル構築後に分割できればよい）

橋梁点検（床板）での点検単位

図のように床板を分
割できると、点検結果
が管理しやすい
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国総研で考えるCIMモデル（道路）

道路土工区間は、概略、予備設計では３次元モデルを作成、詳細設
計では必要に応じて３次元モデルを作成、が現実的対応と考えられ
る．

概略、予備設計では詳細な３次元モデルの作り込みが不要． 地元
説明、関係者協議での利用が想定できる． ３次元道路設計CADソフ
トの普及により、２次元CADに比べて効率化が図られる．

詳細設計では、詳細な３次元モデルの作り込みが必要であるが、そ
れに対応した３次元CADソフトがない． 道路土工区間はＩＣを除けば
比較的単純な構造のために、３次元化のメリットが少ない

道路土工区間でのＣＩＭモデルは、「概略モデル」で十分と考えられる．
また、施工段階で必要な情報を設計から引き渡すための、道路中心
線形と横断形状を組み合わせた２．５次元のパラメトリックコントロー
ルモデルが必要
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情報化施工でどのような情報が必要か

ＴＳ出来形管理におけるデータ連携の課題

ＴＳ出来形管理は、設計図とＴＳ計測結果を比較して、設計図に示された形状どおり
に施工できているかを判定

土工では、設計図で示された地形と実際が異なるので、盛土の法尻や切土の法肩
など地形とすり付く位置が設計図と異なる。施工者は、工事測量で確認して設計図
を変更することが必要となる．

また、暫定２車線工事など、詳細設計で設計している完成形状とは異なる施工を実
施する場合もある．

このため、設計段階で、ＴＳ出来形管理で比較する設計図（出来形管理断面）を作成
することは困難である．

現在、施工段階で出来形管理断面を設計図から作成しているが、施工者のデータ作
成の不慣れ、拾い出すデータの図面への記載が不十分などで、データ作成に時間
がかかっている。（ＴＳ出来形管理の課題）

このため、ＴＳ出来形管理で必要な設計データを、詳細設計段階で作成するのがよ
いのか、施工段階で作成するのがよいのか、議論がなされている．

国総研では、ＣＡＬＳの立場から、設計段階で作成して施工段階にデータを引き渡す
方法を研究． 詳細設計で作成される設計データがそのままでは利用できない課題
の解決策として、「施工段階で施工者が容易に修正できる3次元設計データの交換
標準」を検討し、提案．

•10



•National Institute for Land and Infrastructure Management

情報化施工でどのような情報が必要か

ＴＳ出来形管理でどの情報が必要か
ＴＳ出来形管理では、出来形計測箇所の３次元座標（平面直角座標、標高）が必要
となる．

出来形管理箇所の３次元座標は、道路中心線、道路横断形状から追って、計算で
求める必要があるが、その計算が難しい． 従って、出来形計測測定箇所の座標算
出をソフトウェアで実現できるように、「道路中心線と道路中心線に直交する横断形
状からなるモデル」を考える．

施工段階で容易に修正できるデータ
平面線形は、直線、クロソイド曲線、円曲線を連結したモデルであり、これらの線形
要素パラメータの設定で線形が再現できるようにモデル化する．

同じく、縦断線形も直線、縦断曲線を連結したモデルであり、これらの線形要素パラ
メータの設定で線形が再現できるようにモデル化する．

横断形状は、道路面であれば幅員、横断勾配を、法面であれば、１段あたりの比高
と勾配を設定して設計が行われる． 横断面の構成点を、道路中心線からの座標で
簡単に求められるようにモデル化する． 「道路中心線からの座標をオフセット量で
定義する方法」と、「構成要素（車道、歩道、法面等）の並びとその勾配、幅員、比高
といった設計パラメータで定義する方法」の２パターンが考えられる．
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情報化施工でどのような情報が必要か

マシーンコントロール、マシーンガイダンスでどの情報が必要か
マシーンコントロール、マシーンガイダンスでは、施工面のサーフェース（Ｔ
ＩＮデータ）が必要となる．

サーフェースの作成方法は、システムによって異なる． ①道路中心線と
横断面から作成する方法、②３次元CADでブレークラインを設定して作成
する方法 等がある．

データ連携では、設計段階からの道路中心線のデータ流通はニーズがあ
るが、設計で作成する完成形状の横断に関してのニーズは、修正変更が
必要なことからそれほど高くない
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設計 施工

現状

将来

道路土工区間におけるＣＩＭモデル
設計から施工への3次元設計データの流通
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詳細設計（2次元）

詳細設計
（2次元）

3次元デー
タ作成

情報化施工用
3次元データ作成

起工測量
設計照査

起工測量
設計照査

3次元データの
修正

情報化施工

情報化施工

施工段階で、2次元図
面から情報化施工用
の3次元データを作成

図面（平面図、縦断図、横断図） 情報化施工（TS）用3次元データ

2次元図面データ
（平面、縦断、横断）

3次元設計データ

＋
設計から施工へ、2次元図面（平面、縦
断、横断）+3次元データを流通させ、施
工側での情報化施工用3次元データ作
成をサポート

情報化施工（MC・MG）用3次元データ
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道路土工区間でにおけるＣＩＭモデル
設計から施工への3次元設計データの流通
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• 施工での3次元データ作成の現状・課題等を踏まえて、設
計から提供可能なデータを施工へ受け渡す。

• ただし、施工者側で、起工測量後に現地形に合わせて図
面修正する実態等を踏まえて、設計段階で必要以上に
データを作りこむようなことはしない。

• 現状のデータ作成状況（フロー、中間成果など）を踏まえて、
設計者、施工者のデータ作成の役割分担を検討し、設計
者側で作成・納品する3次元データを決定する。

2次元図面データ
（平面、縦断、横断）

3次元設計データ

＋

必要に応じて、設計要領、図面作
成要領等を見直し

3次元設計データ（中心線、縦断、

横断）のデータ交換標準、電子納
品運用ガイドライン等を整備
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道路土工区間におけるＣＩＭモデル
3次元設計データモデル（ 3 次元設計データ交換標準（素案） ）
の概要
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• 3次元設計データは、中心線形データ（平面・縦断線形）、横断形状データか
ら構成

• 中心線形データについては、「道路中心線形データ交換標準（案）基本道路
中心線形編Ver.1.1」（平成25年4月）を整備済み。

•横断形状データについては、データ交換標準をLandXMLを参考に策定。（ 3 次
元設計データ交換標準（素案）平成25年３月版 国土技術政策総合研究所 「３次元設計データ交
換標準 情報公開サイトhttp://www.nilim.go.jp/lab/qbg/bunya/cals/information/index.html より公
開 ）

3次元形状

交点座標ＩＰ

曲線始点

座標BC

曲線終点

座標EC
直線

緩和曲線

変数Ａ

緩和曲線

変数Ａ

直線

曲線半径Ｒ

縦断線形要素（道路中心線）

縦断変化点座標

縦断曲線長Ｌ

横断形状要素

平面線形要素（道路中心線）
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道路土工区間におけるＣＩＭモデル
対象とする主なデータ項目
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中心線形

横断形状 道路面

法面

地形線

舗装

堤防法線

横断形状 堤防天端

法面

地形線

RComposition
右横断構成

中央帯 車道部

側帯
歩道部

法面（盛土）

小段

法面（盛土）

構成要素変化点

各要素名称

開始累加距離標

終了累加距離標

停車帯

構成要素変化点

堤防敷

河川区域

堤防敷堤外地
堤内地 堤内地

高水敷

低水路 高水敷

小段

法面

左岸堤防 右岸堤防

堤防
天端

法
面

堤防法線

流れ

川裏 川表 川表

堤防
天端

計画高水位

道路 河川
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道路土工区間におけるＣＩＭモデル
LandXMLの拡張（ 断面定義パターンと要素定義パターン）
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設計者から見た

データ作成負荷

大きい
（現地状況
による）

※変化点ごとに断面

を作成

小さい

（現地状況
による）

※要素変化の度にデー
タを作成

Ａ)断面定義パターン

Ｂ）要素定義パターン

•断面変化点や管理断面の構
成点を、幅員中心からのオフ
セット量で定義する。幅員中
心からのオフセット量は、幅
員中心から近い構成要素の
横断勾配－幅員・比高のデー
タを入力することで求められ
る

•断面を構成する要素を
帯とみなし、幅員・横断勾
配・比高が変化する箇所
を帯の開始点、終了点と
して、その点での幅員、
勾配、比高等を定義する

採用している既存モデル
・LandXML/CrossＳｅｃｔSurf要素
・TSによる出来形管理に用いる施工管
理データ交換標準

断面の変化点または管理断面

構成点

構成要素

「車道」「路肩」「のり面」「小段」

、採用している既存モデル

・LandXML / GradeModel要素

構成要素の帯
「車道」「路肩」「のり面」「小段」

要素幅・勾配・比高変化点

要素幅
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Ａ)断面定義パターン Ｂ）要素定義パターン

A)断面定義パターン B）要素定義パターン

モデルの定義
方法

幅員・横断勾配・法面形状等、横断形状が変化
するごとに断面を定義する。

断面を構成する要素ごとに、構造物の属性、要素の並
び順、形状（要素幅・勾配・比高）を定義する。

参考とした既
存モデル

・LandXML/CrossSect要素
・TSによる出来形管理に用いる施工管理データ
交換標準（案）Ver.1.0

・LandXML/GradeModel要素
・TS試行モデル
・国総研研究成果 Skelton Ver.1.1

利用状況 ・施工者：TS出来形管理データは、横断ごとに
データを入力・管理。断面定義パターンの考え方
による。

・設計者：道路設計ソフト等では、累加距離で幅員、勾
配等を入力・管理。要素定義パターンの考え方による。

対応可能と判
断されるソフト
※

・施工者が利用するTS出来形管理ソフト（建設シ
ステム、福井コンピュータ、CMIなど）

・設計者が利用する道路設計ソフト（MTC、川田テクノ、
三英技研など）
・国総研が以前に開発

※データ交換標準が未公表のため、両者とも対応ソフトはない。表では、各ソフトのデータ入力インターフェース、出力ファイル形
式等を勘案して、対応可能であると判断されるソフトを列記。

道路土工区間におけるＣＩＭモデル
LandXMLの拡張（ 断面定義パターンと要素定義パターン）
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道路中心線

標準横断断面を構造物の中心線形に当てはめていくと

構造物の３次元形状が再現される。

３次元設計データ

道路土工区間におけるＣＩＭモデル

道路の３次元形状をパラメトリックな設計情報でモデル化

交点座標ＩＰ

曲線始点

座標BC

曲線終点

座標EC
直線

緩和曲線

変数Ａ

緩和曲線

変数Ａ

直線

曲線半径Ｒ

縦断線形要素（道路中心線）

縦断変化点座標

縦断曲線長Ｌ

横断形状要素

勾配i%

勾配 1:X

幅員W

平面線形要素（道路中心線）

パラメトリックな設計情報

比
高
Ｈ

起点

測点

累加距離

幅員-勾配

注） LandXMLでは、横断形状要素
はパラメトリックな設計情報ではモデ
ル化されていない
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道路土工区間でのＣＩＭモデル
LandXMLの拡張（ 左右別要素を分ける際の基準線を

幅員中心に設定）
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Formation
幅員中心

Alignment
道路中心線

幅員中心の変化点Formation　幅員中心

Alignment　道路中心線

「道路中心線離れ（CLOffset）」は幅員中
心の変化点ごとに、道路中心線からの直
角方向の平面的な長さを入力

（＋）

（－）

Alignment
道路中心線

FHOffset
計画高との高低差

Value　=　0.2 

Formation
幅員中心

(-) 

(+) 

(32.87)
（32.67） 

(0.7) 

幅員中心と道路中心との関係

注） LandXMLでは、左右を分ける基
準線は、道路中心線を設定
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道路土工区間でのＣＩＭモデル
３次元設計データの作成・照査・納品方法

•21

詳細設計

データの流れとソフトの関係 （将来）

中心線形データ横断測量図

概略・予備設計から

2次元

CADソフト

横断図

電子納品

中心線形データ

横断形状データ

2次元CADで

図面を作成

中心線形データ横断測量図

概略・予備設計から

3次元データ

作成ソフト

中心線形データ

2次元

CADソフト

横断図

2次元CADで

図面を加工・修正

横断形状データ

中心線形・横断形状
作成ソフトで、3次元
データを作成

3次元データ

作成ソフト

電子納品

情報化施工

中心線形データ

詳細設計から

TSソフト
MC・MG

ソフト

基本設計データ
（TS用データ）

TIN （MC・MG用
データ）

横断形状データ

起工測量
データをも
とに、横断
形状デー
タを修正

2次元図面
→３次元

３次元

→2次元図面
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道路土工区間におけるＣＩＭモデル
３次元設計データの作成・照査・納品方法

•22

法面、地形データの作成

道路中心線位置（-）

（-20）

右端地形交点

左端地形交点

（+）

（+）

（-30）

（35）

（22） 地形線の変化点ごとに
構成点を取得

（-30,　35）

（-20,　22）

地形線

道路中心線位置（-）

（-20）

右端地形交点

左端地形交点

（+）

（+）

（-30）

（35）

（22） 地形線の変化点ごとに
構成点を取得

（-30,　35）

（-20,　22）

地形線

道路中心線位置（-）

（-20）

右端地形交点

左端地形交点

（+）

（+）

（-30）

（35）

（22） 地形線の変化点ごとに
構成点を取得

（-30,　35）

（-20,　22）

地形線

設計者は標準横断に基
づく法面データ、断面ごと
の地形データを作成

標準横断に基づく法面データ

（地形データなし）

断面ごとの地形データ

（20ｍピッチの測量断面）

法面の段数の変化、地形とのすり
つけなどを反映した法面データ

起工測量後に施工者で地形デー
タを修正することになるため、設計
者側では最低限のデータを入力

法面データ（標準横断）と地形デー
タ（断面ごと）から、ソフトウェアで
地形とのすりつけ等を自動計算
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国内で用いられる３次元CAD、道路設計用CADのLandXMLへ
の適用性

•23

civil3D、Ｖ-nas/Ｖ-road、BLUETREND XA、EX-TREND武蔵、UC-win、UC-Road、
デキスパート、SiTECH 3D、InRoadsV8i SELECT 、MicroStationV8i SELECT 、
APS-MarkⅣWin Ver10.4、Wingneo INFINITY Ver.3

【調査対象】

LandXML要素 入力 出力

GradeModel 0製品 0製品

CrossSectSurf
2製品 4製品

DesignCrossSectSurf
1製品 5製品

【LandXMLの横断要素への対応状況】 （７社10製品）
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国内で用いられる３次元CAD、道路設計用CADのLandXMLへ
の適用性

•24

【調査結果の詳細】
GradeModelへの対応は皆無

DesignCrossSectSurfの出力は半数が対応． 断面定義パ
ターンでの出力がほとんどだが、 UC-win/UC-Roadは要素
定義パターン（断面変化点のデータ）出力

舗装の出力は、 civil3D １製品のみ

対応の状況は、データの出力がほとんどであり、入力可能
なのは１製品のみ

LandXML DesignCrossSectSurfを横断面に利用することが有望

LandXMLへの出力は、ネイティブデータを変換して出力するため、
各社でLandXMLの使い方に違いが生じる可能性がある． データ
交換のための運用ルールが必要．
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LandXMLの適用の可能性
LandXML ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆの調査

•25

CrossSects

CrossSect

CrossSectSurf

PntList2D

DesignCrossSectSurf

CrossSectPnt

CrossSectSurfはPntList2Dによって2次
元の座標リストから構成され横断形状
を表している。現況地形や単純な計画
線を示すために利用される。

DesignCrossSectSufは、設計情報を
表現するためにLandXML 1.1で追加
された要素である。道路を構成する
要素を表せるだけでなく、側溝や擁
壁、舗装などの横断における面デー
タも表現できる。 複数の
CrossSectPntによって折線や面を表
し、道路を構成する要素ごとに分ける
ことが出来る。

CrossSectsの構成

DesignCrossSectSufは、要素の幅員
や勾配変化点で横断を設定し、構成
点を繋ぐことで、要素定義パターンの
モデルを作成することができる



•National Institute for Land and Infrastructure Management

LandXMLの適用の可能性
LandXML ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆの調査

•26

LandXMLの横断形状モデルの用途に対する適合性

道路設計データの横断形状として、
DesignCrossSectSurfが最も適している
モデル
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LandXMLの適用の可能性
３次元設計データ交換標準をLandXMLに適用する場合の運用
（１）ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆへの適用

構成要素の区分（車道、歩道、法面等）を表す
直接的な属性は保持していない． name 属性
を利用して構成要素の区分を表すことができる

構成要素の区分（車道、歩道、法面等）を表す
直接的な属性は保持していない． name 属性
を利用して構成点の区分を表すことができる

code属性を利用して前後の断面の繋
がりを表すことができる（前後で同じ
コードを利用）

dataFormat 属性は、座標を求めるた
めのタイプであるが、オフセット－勾配、
合成勾配－距離（原点からのベクトル
の方向と距離を表すモデル）しか選択
できない． 現状では「勾配座標系」
（構成要素の横断勾配－幅員・比高で
オフセット量を求めるモデル）には対応
できない

DesignCrossSectSurf name

crossSectPｎｔ name

side

code

dataFormat 

（左右別）

要素 属性
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LandXMLの適用の可能性
３次元設計データ交換標準をLandXMLに適用する場合の運用
（２）幅員中心を基準線として左右別要素を設定
【幅員中心】

CrossSectで幅員中心を設定する場合は、CrossSectの子要素として次のよう
にFeatureとPropertyを利用する．

幅員中心：Featureのnameを"Formation"
CL離れ： Propertyのlabelを"clOffset"、valueに値
計画高との高低差： Propertyのlabelを"fhOffset"、valueに値

幅員中心は
「Ｆｅａｔｕｒｒｅ」

要素を利用
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LandXMLの適用の可能性
３次元設計データ交換標準をLandXMLに適用する場合の運用

変化点4　車道変化点

変化点3　盛土変化点

変化点2　盛土変化点

変化点1　車道変化点

車道：R1,L1
車道：R2
盛り土：R3,R4

盛り土：R4

盛り土：R4

車道：R2
盛り土：R3,R4

盛り土：R3

盛り土：R3

車道：R1,L1

盛り土：L3

盛り土：L3

車道：L2
盛り土：L3,L4

車道：L2
盛り土：L3,L4

盛り土：L4

車道：R1,L1

車道：R2
盛り土：R3,R4

車道：L2
盛り土：L3,L4

盛り土：R4

盛り土：R3

盛り土：L3

盛り土：R4
盛り土：R3

盛り土：L3

車道：R1,L1車道：R2
盛り土：R3,R4

車道：L2
盛り土：L3,L4

盛り土：L4

盛り土：L4

凡例name : code
name=車道（Carriageway）、盛り土
（SlopeFill）
code=L1..L4、R1..R4

盛り土：L4

盛り土は、変化点1から変化点4の各断面で登録する。
name属性を盛り土（SlopeFill）とし、L3、L4、R3、R4の
code属性を持つそれぞれの点を結んだ線で表現する。
盛り土の始まりと終わりを示す、変化点1と変化点4で
は、L3とL4、R3とR4を同一点として登録することによって
左図の盛り土を表現する。

車道は、変化のない変化点2、変化点3
の断面では登録しない。
name属性を車道（Carriageway）とし、変
化点1におけるL1、L2、R1、R2のcode属
性を持つ点は変化点4において同じcode
属性になるため、車道の範囲は変化点1
から変化点4までとする。

（３）DesignCrossSectSurfを用いて要素定義パターンのデータ作成

要素の幅員、比高、勾配が変化する断面で、その要素のデータを登録する

要素が変化しない場合は、その要素のデータ登録は必要としない

前後の要素の連携は、要素名、構成点名に対しては同一名称、コードを設定する
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LandXMLの適用の可能性
３次元設計データ交換標準をLandXMLに適用する場合の運用
（４）測点定義

LandXMLでは、累加距離（起点からの距離）でのみでしか、測点は設定できない。
「測点＋追加距離」の表示のため「Ｆｅａｔｕｒｒｅ」要素で定義する。

測点間隔は、StaEquationの子要素として次のようにFeatureとPropertyを
利用する。

測点間隔： Featureのnameを“ Interval”

主測点間隔： Propertyのlabelを“main”、valueに値

副測点間隔： Propertyのlabelを“sub”、valueに値

ブレーキは、 LandXMLで定義済み

測点名称「測点番号＋追加距離」は保持しない． 必要な場合は計算で求める．
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LandXMLの適用の可能性
３次元設計データ交換標準をLandXMLに適用する場合の運用
（５）片勾配擦り付け

“片勾配摺り付け”は、LandXML における要素“Superelevation”を利用

片勾配摺り付け区間の「片勾配変位点」「緩和縦断曲線」は、 LandXMLでは
規定されていない

不足する部分は、Feature を利用して対応する。

片勾配変移点 ：Feature のname を"SVIPnt"

片勾配を示す位置：Property のlabel を"isSide"、value に値（図 24 参照）

緩衝縦断曲線長 ：Property のlabel を"vcl"、value に値

緩衝縦断曲線半径：Property のlabel を"vcr"、value に値
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LandXMLの適用の可能性
ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆの横断形状をパラメトリックなデータに

比
高

Δ
H

比
高

Δ
H

LandXML ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔ
Ｓｕｒｆの横断形状
構成点座標は道路中心線からの水平オフセット量と
標高から算出

メリットは、パラメトリックなデータ構造をもたないCAD
でも対応．

SIMAとデータ構造は同じであり、対応しやすい

デメリットは、設計変更による修正範囲が広くなり、
データ修正が手間

水平オフセット量

標高

標高

標高

ＣＬ

W1

W2

W3

W4

H4

H3 H2

H1

パラメトリックな横断形状（ＴＳ
出来形管理等に採用）

n％

幅員ΔW

幅員ΔW

n％

ＣＬ

構成点座標は、構成要素の幅員-勾配、幅員-
比高等から算出

メリットは、設計変更による形状修正が容易

TS出来形管理のデータ構造は同じ

デメリットは、汎用CADではデータ交換が難し
い

（１）LandXMLとの横断形状の違い

左 右 左 右
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LandXMLの適用の可能性
ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆの横断形状をパラメトリックなデータに

•33

（２）ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆ横断形状の拡張

DesignCrossSectSurf name

crossSectPｎｔ name

side

code

dataFormat 

（左右別）

要素 属性

幅員中心
オフセット（-） オフセット（+）

標高

勾配
％ (-)，距

離 (-)

幅員中心

勾配％ (-)，距離 (+)

勾配％ (+)，距離 (-) 勾配
％ (+)，距

離 (+)

オフセット－標高モデル（OffsetElevation）

合成勾配－距離モデル（SlopeDistance）

要素幅

勾
配
（％
）

※主に道路面、
小段の場合

前要素の外側端点

勾
配
（1
：X
）

比
高

※主に法面の
場合

前要素の外側端点

要素幅

比
高

前要素の外側端点

幅員－勾配モデル 比高－勾配モデル 幅員－比高モデル

LandXMLの
既存モデル

LandXMLの拡張モデル
dataFormatに下記モデルタイプを追加

前提として横断構成要素の並びを規定する必要がある
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LandXMLの適用の可能性
ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆの横断形状をパラメトリックなデータに

（２）ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆ横断形状の拡張

Dataformat属性に、パラメトリックモデルとして定義する「幅員－勾配」「比高
－勾配」「幅員－比高」のタイプを選択できること

要素の並び順が分かるように、DesignCrossSectSurf要素に、要素の並び順
の属性を追加

構成要素を正確に識別いるために、 DesignCrossSectSurf要素に、要素識別
のための属性を追加（name属性での運用では自由度が高すぎるため）

その他、属性を追加したい場合は゛desc゛に属性を入れる（管理断面か断面
変換点かの区別、断面が道路中心線に直交せず目標座標で方向を定める場
合の座標点など）
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LandXMLの適用の可能性
結論

道路設計の横断要素間のモデル化は、ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆを利用するのが
有望と思われる．

ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆを利用すると、要素定義パターン（LandXML/GadeModel）
のデータも作成できる．

LandXML に定義されていない情報をLandXMLでモデル化する場合は、 「Feature」
要素を利用することができる．（例えば、幅員中心、測点間隔、片勾配擦り付け等定
義等）

「Feature」要素を利用しなくとも、「desc（注記）」属性を利用すると、任意の属性情
報の追加は可能. ただし、 「desc（注記）」属性の運用は自由度が高いために、何を
入れるのか、運用ルールが必要

ＤｅｓｉｇｎＣｒｏｓｓＳｅｃｔＳｕｒｆは、横断要素の幅員－勾配、比高－勾配といった形状に
関するパラメトリックなデータは入力できない． パラメトリックなデータ入力ができる
ように、改訂をお願いしたい

国総研で検討している道路の３次元設計データ交換標準は、「Feature」要素の利
用、 「desc（注記）」属性の運用ルールを定めれば、 LandXMLへの実装も可能．ただ
し、パラメトリックなデータ入力はできないため、ＴＳ出来形管理との調整が必要
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ご静聴ありがとうございました。

•36
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（道路平面線形座標系）

（基本座標系）

（道路縦断線形座標系）

（道路横断座標系）

（平面直角座標系：国土地理院）

（水準座標系）

（TP,AP,YP,・・・）

パラメトリックモデルの座標

施工段階で容易に修正できるデータ

道路平面線形、道路縦断線形、道路横断の座標系

（平面線形始点からの累加距離と標高からなる座標系）

（平面直角座標と関連づけられた平面線形．平面線形の起終点、

IP点等と関連づける）

（道路中心線と直交する横断面の数値座標系）

参考
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道路平面線形、道路縦断線形、道路横断の座標系

•38

（標高）

（平面直角Ｘ座標）

（平面直角Y座標）

（オフセット）

点Ａの座標は、平面線形の累加距離、直交する横断
面の平面線形からのオフセット量で定義できる．

平面線形を直線、クロソ
イド、曲線を連結したモ
デル.

起点からの累加距離が
分かれば、平面線形の
任意点の平面直角座標
が求まる．

参考
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道路縦断線形座標系

•DL
•L

•H

•水準座標系（T.P.，O.P.,Y.P.・・・）

Hk（鉛直高さ）

道路縦断線形座標系

参考

縦断線形は、平面線形を直線、
曲線を連結したモデル.

点ｋの標高は、起点からの（水
平）累加距離が分かれば、平
面線形の任意点の標高がが
求まる．

起点
終点直線

縦断曲線

直線
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道路横断座標系の概念図
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道路中心線に直交する断面で、道路中心線を原点とする

座標モデルは、道路中心線からのオフセット量によるモデル（オフセット座標系）、構成要
素の勾配、幅員、比高によるモデル（勾配座標系）、ある構成点からのオフセット量によって
別の点の座標を定義するモデル （ローカルオフセット系）を提案

参考



•National Institute for Land and Infrastructure Management

道路の３次元形状モデル

•41


